
危
険
な
事
故
事
例

　８月２２日、第４２回全国消防救助技術大会が広島
市内で行われ、市消防本部の平井孝直消防士長、山
本篤生消防士長、原光海消防士が「ほふく救出の部」
に出場しました。
　今後もより高度な救助技術を習得するため、訓練を
積み重ねていきます。

セルフスタンド利用上の注意

り
ま
す
。

　

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
主
な
事
故
と
し
て
、

「
静
電
気
に
よ
る
火
災
」
や
「
燃
料
タ
ン
ク
か

ら
の
ガ
ソ
リ
ン
の
吹
き
こ
ぼ
れ
に
よ
る
火
災
」

が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、「
誤
給
油
」
や
「
給
油
キ
ャ
ッ

プ
の
閉
め
忘
れ
」
と
い
っ
た
、
う
っ
か
り
ミ
ス

か
ら
起
き
る
走
行
ト
ラ
ブ
ル
や
燃
料
の
漏
え

い
事
故
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
正
し
く

　
　
　
　
　
　
触
れ
な
か
っ
た
た
め
に･･･

■
概
要

　
冬
期
、
バ
イ
ク
に
給
油
す
る
た
め
に
給
油

口
を
開
け
、
手
袋
を
は
め
た
ま
ま
静
電
気
除

去
シ
ー
ト
に
触
れ
た
後
、
給
油
ノ
ズ
ル
を
差

し
込
ん
で
給
油
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
突
然

給
油
口
付
近
か
ら
炎
が
上
が
っ
た
。

■
対
策

　
手
袋
を
は
め
た
ま
ま
静
電
気
除
去
シ
ー
ト

に
触
れ
た
た
め
、
静
電
気
の
不
十
分
な
除
去

が
火
災
の
原
因
。
冬
期
で
あ
っ
て
も
手
袋
を

外
し
て
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
れ
、
体
内

の
静
電
気
を
確
実
に
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

増
え
る
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

　

従
来
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
ガ
ソ

リ
ン
や
軽
油
等
の
燃
料
を
取
り
扱
う
こ
と
か

ら
火
災
の
危
険
性
が
高
く
、
危
険
物
取
扱
者

の
資
格
を
持
つ
従
業
員
が
給
油
作
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
10
年
４
月
に
消
防
法
が
改

正
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
「
ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が
給
油
作
業
を
行

え
る
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
」が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
見
る
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン

ド
は
、
利
便
性
な
ど
か
ら
増
え
る
傾
向
に
あ

知っていますか？
セルフスタンドに潜む危険

事
故
は
う
っ
か
り
ミ
ス
か
ら

〝
軽
〟
自
動
車
だ
と
思
っ
て･･･

■
概
要

　

軽
自
動
車
で
燃
料
補
給
に
訪
れ
、
軽
自
動
車

な
の
で
〝
軽
”
が
つ
く
「
軽
油
」
を
給
油
し
た
。

そ
の
後
、
走
っ
て
い
る
途
中
に
突
然
エ
ン
ジ
ン
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

■
対
策

　
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
軽

油
を
給
油
し
た
こ
と
が
原
因
。給
油
す
る
際
に
は
、

自
車
に
適
し
た
燃
料
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
給
油
ノ
ズ
ル
の
油
種
が
適
用
油
種
か
再

確
認
し
て
給
油
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
は
年
々
増
え
、
今
で
は
と
て

も
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
利
用
者
の
不
注
意
や
間
違
っ
た
取
り

扱
い
に
よ
り
、
少
な
か
ら
ず
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。

　
燃
料
は
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
も

ち
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
利
用
す
る
と
き
は
、
注

意
事
項
や
正
し
い
操
作
方
法
を
確
認
し
て
か
ら
給

油
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
操
作
方
法
を
確
認

レ
ギ
ュ
ラ
ー

軽
　
油

ハ
イ
オ
ク
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第 42 回
　全国消防救助技術大会に出場

2013 年 10月

　セルフスタンドは、ドライバー自らが給油作業を行うため、取り扱いを誤ると大き
な事故につながります。次の事項に十分注意して安全に行いましょう。

◀
全
国
消
防
救
助
大
会
に
出
場
し
た
山
本
消

防
士
長
（
左
）、
原
消
防
士
（
中
央
）、
平
井

消
防
士
長

付けていますか
住宅用火災警報器
月に一度は動作点検

たんごの風 58号

１．エンジンオフ
　指定の場所に停車し、必ずエンジンを停止。
２．油種の確認
　自動車に適した油種であることを確認
３．静電気除去シートにタッチ
　静電気とは、体と衣類の摩擦など
によって発生した電気が溜まったもの
です。その電圧は、ときに１万ボルト
に達するともいわれ、放電の際、ガソリンの可
燃性蒸気が存在すると引火する危険性があり
ます。
４．正しい操作で給油を
　給油ノズルをしっかりと差し込んで使用
５．注ぎ足し給油をしない
　注ぎ足し給油は、ガソリン等の燃料が給油

口の外に吹きこぼれることがあり危険です。
６．給油口キャップの閉め忘れに注意
　給油口から燃料や蒸気が漏れるおそれがあ
り、危険です。
※消防法令に適合した容器であっ
ても、利用客が自らガソ
リンを容器に詰め替え
ることは禁止されてい
ます。
※ガソリンは気温が－40
度でも気化し、小さな火源でも爆発的に燃焼す
る物質です。ガソリンの蒸気は、空気より重いた
め、穴やくぼみなどに溜まりやすく、離れたとこ
ろにある思わぬ火源によって引火する危険性があ
ります。 


